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新�

年
あ
け
ま
し
て�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
全
森
建
の
運
営
に
あ
た

り
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、リ

オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
、
韓

国
の
大
統
領
弾
劾
な
ど
、
世
界
で
大
き

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

我
が
国
で
は
、
四
月
の
熊
本
地
震
を

は
じ
め
、
十
月
の
鳥
取
中
部
地
震
の
発

生
や
火
山
活
動
の
活
発
化
、
さ
ら
に
は
、

八
、九
月
に
北
海
道
・
東
北
、
九
州
で
発

生
し
た
台
風
に
伴
う
記
録
的
な
大
雨
等

に
よ
る
山
地
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の

人
命
・
財
産
が
失
わ
れ
る
な
ど
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
我
が
国
で
多
発
す
る
集
中
豪

雨
や
地
震
、
火
山
噴
火
等
の
自
然
災
害

に
対
し
て
は
、
適
切
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
皆
様
と
と
も
に
、
森
林
土
木

事
業
を
通
じ
て
、
国
民
の
安
全
・
安
心

や
林
業
の
振
興
・
成
長
産
業
化
な
ど
へ

の
期
待
に
応
え
て
行
き
た
い
と
考
え
て

「初冬の男体山」
（写真提供：栃木県森林土木建設業協会 日光支部）

い
ま
す
。

　

本
年
も
何
卒
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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森
建
の
運
営
に
あ
た
り
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
篤
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
四
月
に
熊
本
・
大

分
両
県
で
、
十
月
に
は
鳥
取
中
部
で
横

ず
れ
断
層
型
の
大
き
な
地
震
が
あ
り
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

六
月
に
は
梅
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
る
西

日
本
を
中
心
と
し
た
豪
雨
災
害
が
あ
り
、

八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
相
次
い
で
襲

来
し
た
台
風
に
伴
う
北
海
道
、東
北
、さ

ら
に
九
州
な
ど
全
国
各
地
で
の
記
録
的

な
大
雨
に
よ
り
、
生
活
基
盤
等
の
喪
失

と
と
も
に
山
地
災
害
や
林
道
被
害
等
の

甚
大
な
自
然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
大
型
で
勢
力
の
強
い
台
風
の

発
生
と
日
本
に
接
近
す
る
回
数
が
多
く

な
り
、
各
地
に
記
録
的
な
大
雨
を
も
た

ら
す
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ

う
し
た
現
象
は
今
後
一
層
強
ま
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
の
大
統
領
選
挙
で
当
選

し
た
ト
ラ
ン
プ
氏
が
ま
も
な
く
就
任
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
選
挙
期
間
中
、

ク
リ
ン
ト
ン
氏
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
と
も

に
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
重
要
性
を
訴
え
て

い
ま
す
。ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、道
路
、

橋
梁
は
も
と
よ
り
、
地
下
鉄
、
水
道
施

設
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
の
進
行
は

経
済
成
長
と
国
際
競
争
力
強
化
の
阻
害

要
因
と
な
っ
て
お
り
、
被
害
の
大
き
い

ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
応
し
た
防
災
シ
ス
テ

ム
・
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
も
含
め
米
国

社
会
が
抱
え
る
深
刻
な
問
題
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
重
要

性
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら

ず
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
等
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
首
脳
も
同
様
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
効
果
に
は
、
需
要
創
出

効
果
で
あ
る
「
フ
ロ
ー
効
果
」
と
、
整

備
効
果
で
あ
る
「
ス
ト
ッ
ク
効
果
」
の

二
つ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス

ト
ッ
ク
効
果
は
、
ま
さ
に
「
下
支
え
す

る
も
の
」、「
下
部
の
構
造
」
と
い
う
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
備
に
よ

る
効
果
で
す
。

　

道
路
や
港
湾
、
空
港
、
ま
た
河
川
堤

防
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
蓄
積
は
、
ア

ク
セ
ス
性
の
向
上
や
物
流
コ
ス
ト
の
低

減
、
水
害
の
防
止
な
ど
経
済
活
動
の
効

率
性
を
高
め
、
投
資
リ
ス
ク
を
低
減
し

ま
す
。
そ
の
結
果
、
生
産
力
を
拡
大
さ

せ
、
工
場
の
立
地
、
雇
用
の
増
加
な
ど

経
済
活
動
や
災
害
安
全
性
の
向
上
、
生

活
環
境
面
で
の
向
上
等
長
期
に
わ
た
っ

て
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

私
た
ち
と
関
係
の
深
い
森
林
は
、
適

切
に
整
備
さ
れ
れ
ば
そ
の
ス
ト
ッ
ク
効

果
と
し
て
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵

養
、
木
材
等
の
生
産
等
の
多
面
的
機
能

を
発
揮
し
ま
す
。
森
林
の
整
備
に
不
可

欠
の
林
道
施
設
は
、
森
林
施
業
の
効
率

化
や
木
材
搬
出
コ
ス
ト
縮
減
に
よ
る
林

業
の
成
長
産
業
化
の
推
進
な
ど
そ
の
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
治
山
施
設

も
、そ
の
整
備
を
通
じ
て
地
域
の
安
全
・

安
心
や
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に

資
す
る
も
の
で
あ
り
、
土
砂
流
出
の
防

止
、
山
腹
崩
壊
や
地
す
べ
り
等
山
地
災

害
の
防
止
等
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
治
山
施
設
に
つ
い
て
は
、
毎
年

の
よ
う
に
発
生
す
る
山
地
災
害
か
ら
地

域
住
民
を
守
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
全
国
で
約
十
八
万
箇
所

あ
る
と
い
う
山
地
災
害
危
険
地
区
を
計

画
的
に
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
ま
さ
に

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
は
予
算

と
担
い
手
の
確
保
が
必
要
で
す
。
治
山

事
業
関
係
予
算
は
平
成
九
年
を
ピ
ー
ク

に
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
当
初
予
算

ベ
ー
ス
で
平
成
二
十
八
年
度
に
は
お
よ

そ
三
分
の
一
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
、

近
年
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
り
大
規
模
な

土
石
流
や
山
地
災
害
が
発
生
す
る
中
で
、

多
く
の
人
命
や
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
平
成
二
十

九
年
度
林
野
公
共
事
業
関
係
予
算
概
算

決
定
額
は
、
会
員
を
は
じ
め
関
係
の
皆

様
方
の
ご
支
援
に
よ
り
対
前
年
度
比
微

増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
補
正

予
算
も
含
め
し
っ
か
り
予
算
を
確
保
し
、

災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

森
林
土
木
業
界
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

建
設
業
界
全
体
で
も
重
大
か
つ
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
山
間
僻
地
の

急
傾
斜
で
気
象
条
件
等
が
厳
し
い
下
で
、

山
腹
工
や
渓
間
工
、
あ
る
い
は
林
道
開

設
等
を
施
工
す
る
森
林
土
木
分
野
に
お

い
て
技
術
・
技
能
の
維
持
継
承
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
春
、林
野
庁
に
お
い
て
、森
林
整
備

保
全
事
業
設
計
積
算
要
領
等
を
大
幅
に

改
正
・
見
直
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
そ
の
趣
旨
が
各
現
場
に
お
い
て

「
適
正
な
予
定
価
格
の
設
定
」、「
適
切
な

設
計
変
更
」
及
び
「
施
工
時
期
等
の
平

準
化
」
の
実
現
と
し
て
活
か
さ
れ
担
い

年 

頭 

所 

感

一
般
社
団
法
人�

全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会

会
長　

嶋
﨑　

勝
昭

　

新
年
を
迎

え
謹
ん
で
年

頭
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

日
頃
は
全
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手
の
確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
発
注

者
で
あ
る
都
道
県
と
も
引
き
続
き
協
議

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
会
員
の
皆
様
と
連
携
し
な

が
ら
こ
れ
ら
の
課
題
の
実
現
に
向
け
て

協
会
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、本
年
一
年
の
無
事
故
・
無
災

害
並
び
に
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年 

頭 

所 

感

林
野
庁
長
官

今 

井　

 

敏

　

新
年
を
迎

え
、
謹
ん
で

年
頭
の
御
挨

拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、

四
月
の
熊
本
地
震
災
害
、
八
月
以
降
の

一
連
の
台
風
に
よ
る
大
雨
災
害
な
ど
、

多
く
の
自
然
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
林
野
庁
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
現
場
の
声
を
聞
き
な
が

ら
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
に
全
力
を

あ
げ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
山
地
災

害
を
事
前
に
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
の

予
防
治
山
対
策
に
も
力
を
注
ぎ
、
国
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

さ
て
、
戦
後
造
成
し
た
人
工
林
の
多

く
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
中
で
、

こ
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
循
環
利
用
し

な
が
ら
、
木
材
需
要
の
創
出
・
拡
大
と

国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
整
備
を
車

の
両
輪
に
し
て
、
林
業
の
成
長
産
業
化

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
向
け
、
昨
年
は
、
森
林
・
林

業
基
本
法
に
基
づ
く
新
た
な
「
森
林
・

林
業
基
本
計
画
」
を
、
今
後
の
森
林
・

林
業
政
策
の
指
針
と
し
て
策
定
し
た
ほ

か
、
通
常
国
会
で
森
林
法
等
の
一
部
を

改
正
し
、
木
材
の
安
定
供
給
や
施
業
集

約
化
の
円
滑
化
の
た
め
の
新
た
な
法
的

枠
組
を
つ
く
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
七

年
の
木
材
自
給
率
が
三
十
三
％
ま
で
上

昇
す
る
な
ど
、
数
字
的
に
は
国
産
材
の

利
用
が
勢
い
を
増
し
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
林
業
の
成
長
産
業
化
の
流
れ
が
よ

り
力
強
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
現
場
の

実
情
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
な
が
ら
、

各
般
の
条
件
整
備
を
着
実
に
進
め
て
参

り
ま
す
。

　

ま
ず
、
国
産
材
の
安
定
供
給
に
向
け

て
は
、
施
業
の
集
約
化
の
促
進
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
に
よ
る
森
林
資
源
情
報
の
整

備
・
提
供
、
路
網
整
備
の
加
速
、
高
性

能
林
業
機
械
の
導
入
・
活
用
等
に
よ
り
、

低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
木
材
の
生
産
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
森
林
・
林
業
を

支
え
る
人
材
の
育
成
・
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

特
に
施
業
集
約
化
に
つ
い
て
は
、
昨

年
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
が

林
地
台
帳
を
作
成
す
る
仕
組
み
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
台
帳
情
報
は
順
次
精
度

を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
よ
り
、
所
有
者
や
境
界
等
に
関

す
る
情
報
を
効
率
的
に
入
手
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
施
業
集

約
化
の
促
進
に
向
け
て
大
き
な
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。林
野
庁
と
し
て
は
、平

成
三
十
一
年
四
月
か
ら
の
本
格
的
な
運

用
に
向
け
て
、林
地
台
帳
に
係
る
整
備
・

運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
と
と
も

に
、
台
帳
に
整
理
し
た
情
報
を
現
場
で

効
果
的
に
管
理
・
活
用
し
て
も
ら
う
た

め
二
十
九
年
度
予
算
に
よ
り
森
林
Ｇ
Ｉ

Ｓ
の
導
入
等
に
つ
い
て
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
需
要
の
創
出
・
拡
大
に

向
け
て
は
、
昨
年
の
建
築
基
準
法
に
基

づ
く
告
示
の
制
定
・
改
正
を
受
け
て
、Ｃ

Ｌ
Ｔ
の
建
築
部
材
と
し
て
の
普
及
・
促

進
等
を
進
め
、
中
高
層
建
築
や
商
業
施

設
な
ど
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
木
材
が
使

わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
建
築
物
へ
の
木
材

利
用
の
促
進
を
進
め
ま
す
。
関
係
各
省

と
連
携
し
て
公
共
建
築
物
で
の
木
材
利

用
を
進
め
て
お
り
、本
年
六
月
に
は
、農

林
水
産
省
の
別
館
南
別
棟
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を

は
じ
め
と
す
る
木
材
を
積
極
的
に
利
用

し
た
保
育
所
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
や
付
加
価
値
の
高
い
木
材

製
品
の
輸
出
拡
大
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ

フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
先
端
技
術
の
開
発
・

実
用
化
な
ど
に
も
、
引
き
続
き
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、「
合
法
伐
採

木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」（
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
）
の

本
年
五
月
か
ら
の
施
行
に
向
け
て
、
消

費
者
、
関
係
事
業
者
等
の
意
見
を
踏
ま

え
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
供
給
面
、
需
要
面
で
の

取
組
を
、
地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
な

が
ら
、「
林
業
の
成
長
産
業
化
」
を
目
に

見
え
る
形
で
実
現
す
る
地
域
の
取
組
を

促
し
た
い
と
考
え
、
二
十
九
年
度
予
算

と
し
て
「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出

モ
デ
ル
事
業
」
を
新
規
の
事
業
と
し
て

措
置
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用

し
た
川
上
と
川
下
の
伐
採
情
報
の
共
有
、

生
産
者
と
需
要
者
が
連
携
し
た
地
域
材

の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
製
品
化
な
ど
、
地
域

の
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
先
駆
的
な
取

組
や
関
係
者
が
連
携
し
た
資
源
の
循
環

利
用
の
中
か
ら
所
得
と
雇
用
を
生
み
出

す
取
組
を
、
重
点
的
か
つ
柔
軟
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
有
林
野
事
業
は
、
一
般
会
計
へ
の

移
行
か
ら
五
年
目
を
迎
え
ま
す
。
公
益

重
視
の
管
理
経
営
、
林
業
の
成
長
産
業

化
へ
の
貢
献
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
一
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貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
実
証
等
に
よ
る
低

コ
ス
ト
化
の
取
組
を
は
じ
め
、
民
国
連

携
、
地
元
の
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携

な
ど
を
進
め
ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、二

十
九
年
度
予
算
に
お
い
て
は
「
農
泊
」

の
取
組
と
連
携
し
、
国
有
林
と
し
て
も
、

優
れ
た
自
然
景
観
を
有
し
、
森
林
浴
や

自
然
観
察
等
国
民
の
保
健
休
養
の
場
を

提
供
し
て
き
た
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
森
」
に
つ
い
て
、
外
国
人
を
含
む
旅

行
者
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
積
極
展
開
す
る

こ
と
と
し
、
情
報
発
信
や
施
設
の
改
修
、

修
景
伐
採
等
を
実
施
し
、
山
村
地
域
に

お
け
る
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
を
進

め
ま
す
。
地
方
自
治
体
や
地
域
の
観
光

協
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
元
の

関
係
者
の
観
光
に
向
け
た
熱
心
な
取
組

に
対
し
、
集
中
的
な
支
援
を
行
う
こ
と

も
国
有
林
の
重
要
な
仕
事
で
す
。

　

森
林
吸
収
源
対
策
に
つ
い
て
は
、
間

伐
や
主
伐
後
の
再
造
林
を
は
じ
め
と
す

る
森
林
整
備
等
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
長
年
の
懸
案
と
な
っ
て
い
る
森

林
環
境
税
（
仮
称
）
の
創
設
要
望
に
つ

い
て
は
、
昨
年
末
の
平
成
二
十
九
年
度

与
党
税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
、「
具
体

的
な
仕
組
み
等
に
つ
い
て
総
合
的
に
検

討
し
、
平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
に
お

い
て
結
論
を
得
る
」
と
明
記
さ
れ
ま
し

た
。森
林
環
境
税
の
創
設
に
向
け
て
、地

方
公
共
団
体
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
具
体
的
な
仕
組
み
の
検
討
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
酉
年
。
十
干
十
二
支
で
い

う
と
「
丁
酉
」（
ひ
の
と
と
り
）
で
す
。

「
酉
」
は
、万
物
が
成
熟
の
極
限
に
達
し

た
有
様
を
指
し
、転
じ
て
物
事
の
発
展
・

繁
盛
を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
特

に
「
丁
酉
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
結
果
や

成
果
を
勝
ち
取
り
果
実
が
得
ら
れ
る
年

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
が
、
林
業
の

成
長
産
業
化
を
進
め
て
い
く
際
の
更
な

る
発
展
の
年
と
な
り
、
長
年
の
林
野
行

政
の
努
力
が
成
熟
し
た
果
実
と
し
て
実

を
結
ぶ
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。
全
国
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
の
関
係
者
と
行
政
と
が
手
を
携
え
、

森
林
の
循
環
利
用
を
通
じ
た
林
業
の
成

長
産
業
化
を
前
進
さ
せ
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
引
き
続
き
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
全
国
各
地
の
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
の
発
展
と
、
皆
様
の
ま
す
ま

す
の
御
健
勝
と
御
発
展
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度

林
野
公
共
事
業
予
算

に
関
す
る
要
望
活
動

を
実
施

十
八
年
十
一
月
十
七
日（
木
）、
平
成
二

十
九
年
度
林
野
公
共
事
業
予
算
に
関
し
、

森
林
土
木
関
係
団
体
と
連
携
し
、
衆
・

参
両
院
の
関
係
国
会
議
員
に
公
共
予
算

の
確
保
に
関
す
る
要
望
書
を
持
参
し
て

要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
、林
野
庁
を
訪
問
し
、林

野
庁
長
官
を
は
じ
め
林
野
庁
幹
部
に
対

し
て
も
要
望
書
を
提
出
し
、
森
林
土
木

事
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
諸
情
勢
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

◎ 

要 

望 

書
（
全
文
）

　

本
年
四
月
の
熊
本
地
震
を
は
じ
め
、

平
成
二
十
年
の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

や
平
成
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震
災
な

ど
、
近
年
、
地
震
等
に
よ
る
山
地
災
害

が
発
生
し
、
多
く
の
人
命
・
財
産
が
失

わ
れ
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て

い
る
中
で
、
近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
な
ど
の
巨
大
地
震
の
発
生
の
可
能

性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
八
～
九
月
に
発
生
し
た

台
風
に
よ
る
北
海
道
・
東
北
、
九
州
の

記
録
的
な
大
雨
や
、
平
成
二
十
七
年
関

東
・
東
北
豪
雨
、
平
成
二
十
六
年
広
島

県
豪
雨
な
ど
、
近
年
、
集
中
豪
雨
が
頻

発
す
る
中
で
全
国
各
地
で
激
甚
な
山
地

災
害
や
林
道
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

今
後
も
地
球
温
暖
化
に
よ
る
山
地
災
害

等
の
発
生
リ
ス
ク
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
と
も
に
、

災
害
の
激
甚
化
の
傾
向
が
今
後
一
層
顕

著
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
激
甚
な
自
然
災
害
か
ら
国
民

の
生
命
・
財
産
等
を
守
り
地
域
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
一
刻
も
早
い

荒
廃
山
地
の
復
旧
整
備
等
復
旧
治
山
対

策
と
、
新
た
な
災
害
の
未
然
防
止
に
向

け
た
緊
急
的
・
重
点
的
な
予
防
治
山
対

策
を
実
施
す
る
な
ど
山
地
防
災
力
を
強

化
す
る
『
緑
の
国
土
強
靱
化 

』
を
強
力

に
推
進
す
る
こ
と
が
、
緊
急
か
つ
重
要

な
課
題
と
し
て
地
域
か
ら
切
望
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
国
が
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
の
国
際
約
束
を
果
た
し
て
い
く

た
め
に
は
、
年
平
均
五
十
二
万
ha
の
間

伐
等
の
森
林
吸
収
源
対
策
の
着
実
な
推

進
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
国
土

の
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
等
森
林
の

持
つ
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
つ
つ
、

山
村
の
豊
富
な
森
林
資
源
の
活
用
に
よ

り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
の
関
税
撤
廃
の
影
響
を

克
服
し
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
、
木
材
の
安
定
供

給
体
制
の
確
立
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
間
伐
等
森
林

施
業
と
木
材
安
定
供
給
の
基
盤
と
な
る

林
道
等
路
網
整
備
の
推
進
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
当
初
予
算
編
成
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
課

　
「
全
森
建
」
の
嶋
﨑
会
長
は
、平
成
二
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題
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
森
林
土
木

事
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
治

山
事
業
並
び
に
森
林
整
備
事
業
関
係
予

算
の
増
額
確
保
に
つ
い
て
、
特
段
の
ご

配
慮
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

記

一�

．総
合
的
な
治
山
対
策「
緑
の
国
土
強

靱
化
」
の
推
進

〇 

熊
本
地
震
等
激
甚
災
害
指
定
地
に

お
け
る
緊
急
調
査
、
仮
設
護
岸
工

等
激
甚
災
害
緊
急
減
災
対
策
の
拡

充
〇 

山
地
災
害
危
険
地
区
に
お
い
て
緊

急
的
・
重
点
的
に
予
防
治
山
対
策

を
実
施
す
る
「
緊
急
予
防
治
山
事

業
」
の
強
化
・
拡
充

〇 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
化
施
工

な
ど
の
先
進
技
術
等
活
用
対
策
の

拡
充

〇 

水
土
保
全
機
能
の
低
下
し
た
森
林

の
整
備
、
災
害
に
強
い
森
林
づ
く

り
の
推
進

〇 

治
山
施
設
に
よ
る
山
地
災
害
の
未

然
防
止
等
予
防
治
山
の
推
進

〇 

治
山
施
設
の
老
朽
化
対
策
、点
検
・

診
断
、
機
能
強
化
等
長
寿
命
化
対

策
の
強
化

二
．
路
網
整
備
等
森
林
整
備

〇 

国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築

に
よ
る
「
林
業
の
成
長
産
業
化
」

の
実
現
や
森
林
吸
収
量
の
確
保
の

た
め
の
、
間
伐
等
の
森
林
施
業
や

効
率
的
な
間
伐
材
等
の
搬
出
の
た

め
の
林
道
等
路
網
整
備
の
推
進

〇 

林
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
、点
検
・

診
断
、
機
能
強
化
等
長
寿
命
化
対

策
の
強
化

〇 

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
森
林
吸

収
源
対
策
に
関
す
る
安
定
的
な
財

源
確
保
の
新
た
な
仕
組
み
の
創
設

「
森
林
整
備
・
治
山
事

業
促
進
議
員
連
盟
」

総
会
開
催

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
七
日（
木
）、

自
由
民
主
党
本
部
「
ブ
ロ
ッ
ク
第
一
会

議
室
」
に
お
い
て
、
衆
・
参
両
議
院
議

員
八
十
八
名
か
ら
な
る
「
森
林
整
備
・

治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟
」（
会
長
：
山

口
俊
一
衆
議
院
議
員
、
幹
事
長
：
田
村

憲
久
同
、
事
務
局
長
：
西
村
明
宏
同
）

の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
野
公
共
事
業
予
算
の
確
保
は
も
と

よ
り
、
国
土
の
保
全
や
林
業
の
成
長
産

業
化
の
実
現
な
ど
林
野
施
策
の
推
進
に

あ
た
り
、
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度

「
全
森
建
」
技
術
・
労

働
委
員
会
を
開
催

　

全
森
建
で
は
、
平
成
二
十
八
年
十
一

月
二
十
八
日
（
月
）、
今
年
度
の
技
術
・

労
働
委
員
会
を
永
田
町
ビ
ル
四
階
会
議

室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
平
成
二
十
八
年
度
改

善
要
望
事
項
及
び
そ
れ
に
対
す
る
林
野

庁
の
見
解
並
び
に
平
成
二
十
九
年
度
労

働
安
全
ポ
ス
タ
ー
用
の
森
林
土
木
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
の
写
真
選
考
を
中
心
に
行

い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
山
藤
委
員
長
が
挨
拶
し
、

次
い
で
林
野
庁
を
代
表
し
て
箕
輪
計
画

課
施
工
企
画
調
整
室
長
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
は
、
箕
輪
室
長
の
ほ
か
に
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
計
画
課
か
ら

両
角
企
画
官
、
吉
澤
課
長
補
佐
、
葛
西

課
長
補
佐
、
整
備
課
か
ら
林
森
林
土
木

専
門
官
、
治
山
課
か
ら
岸
課
長
補
佐
に

ご
出
席
い
た
だ
き
、
ご
指
導
、
ご
助
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平成28年度　技術・労働委員会

議連総会に出席された嶋﨑会長

山口会長を中心に、幹部の諸先生
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法
面
整
形
に
つ
い
て

⑯ 

施
工
地
域
・
施
工
場
所
を
考
慮
し

た
補
正
に
つ
い
て

⑰ 

時
間
的
制
約
を
受
け
る
工
事
の
補

正
に
つ
い
て

二　

歩
掛
関
係

① 

無
筋
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン

プ
車
打
設
に
つ
い
て

② 

「
施
工
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
擁
壁
工
事

単
価
に
つ
い
て

三　

そ
の
他

① 

入
札
制
度
に
お
け
る
森
林
分
野
Ｃ

Ｐ
Ｄ
の
評
価
に
つ
い
て

② 

治
山
林
道
事
業
の
採
択
要
件
の
緩

和
に
つ
い
て

③ 
適
切
な
工
期
の
設
定
、
施
工
時
期

等
の
平
準
化
等
に
つ
い
て

森
林
土
木
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
平
成
二
十
九
年

度
の
労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
用
写
真
の
選

考
に
入
り
、
平
成
二
十
八
年
度
森
林
土

木
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
総
数
七
十

点
か
ら
、
山
藤
委
員
長
を
は
じ
め
出
席

委
員
全
員
と
林
野
庁
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
方
々
、
ま
た
髙
畑
専
務
理
事
、
事
務

局
職
員
も
参
加
し
た
投
票
・
審
査
に
よ

り
、
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
五
点
が

選
考
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
の
作
品
に
つ

い
て
は
次
頁
の
と
お
り
で
す
。

　

政
府
は
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十

九
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
平
成
二
十
九

年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
」
に
基
づ

き
、
十
二
月
二
十
二
日
の
閣
議
で
、
平

成
二
十
九
年
度
一
般
会
計
の
予
算
総
額

九
七
兆
四
、五
四
七
億
円
と
な
る
政
府

予
算
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
は
、公
共
事
業
費
に
は
五
兆
九
、七
六

三
億
円
が
計
上
さ
れ
、
林
野
関
係
で
は
、

治
山
事
業
費
が
対
前
年
度
比
一
〇
〇
・

〇
％
の
五
九
七
億
円
、
森
林
整
備
事
業

費
が
同
一
〇
〇
・
〇
％
の
一
、二
〇
三
億

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
二
十
八

年
度
第
二
次
補
正
予
算
に
お
け
る
、
治

山
事
業
費
一
〇
〇
億
円
並
び
に
森
林
整

備
事
業
費
三
一
〇
億
円
と
合
わ
せ
た
、

林
野
一
般
公
共
事
業
費
の
【
当
初
予
算

＋
補
正
予
算
】
の
対
前
年
度
当
初
予
算

比
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
全
体
で
一
二
二
・
八

％
、
治
山
事
業
費
一
一
六
・
八
％
、
森
林

整
備
事
業
費
一
二
五
・
八
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Ⅰ　

森
林
整
備
事
業
（
公
共
）

【
一
二
〇
、三
一
三�

�

（
一
二
〇
、二
八
六
）
百
万
円
】

◎〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　

森
林
吸
収
量
の
確
保
に
向
け
施
業

の
集
約
化
や
森
林
整
備
の
低
コ
ス
ト

化
を
図
り
、
間
伐
や
路
網
整
備
、
主

伐
後
の
再
造
林
等
を
推
進
す
る
ほ
か
、

条
件
不
利
地
に
お
け
る
森
林
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

◎〈
背
景
／
課
題
〉

　

我
が
国
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
循

環
利
用
し
、
安
定
的
な
木
材
の
供
給

体
制
の
構
築
に
資
す
る
と
と
も
に
、

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
の
森

林
吸
収
量
の
三
・
五
％
の
確
保
に
向

け
、
施
業
の
集
約
化
を
図
り
、
間
伐

や
路
網
整
備
、
主
伐
後
の
再
造
林
等

を
推
進
す
る
ほ
か
、
鳥
獣
害
防
止
施

設
の
整
備
等
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

◎〈
政
策
目
標
〉

　

森
林
吸
収
量
の
算
入
上
限
値
三
・

五
％
（
平
成
二
年
度
比
）
の
確
保
に

向
け
た
間
伐
の
実
施
（
平
成
二
十
五

年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の

八
年
間
の
年
平
均
：
五
十
二
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
）

◎〈
主
な
内
容
〉

一 

．
施
業
の
集
約
化
を
図
り
、
間
伐
や

平
成
二
十
八
年
度
改
善
要
望
事
項

　

議
事
の
中
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

提
出
さ
れ
た
二
十
三
項
目
の
改
善
要
望

事
項
に
対
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
委
員

と
の
間
で
問
答
形
式
に
よ
り
、
現
場
の

実
態
等
を
踏
ま
え
た
活
発
な
意
見
交
換

等
を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
改
善
要
望
項
目
に
つ
い
て

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
最
終

的
な
林
野
庁
の
見
解
等
に
つ
い
て
は
、

次
号
の
会
報
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

一　

設
計
・
積
算
関
係

① 

残
存
型
枠
材
料
の
割
増
に
つ
い
て

② 

森
林
土
木
工
事
の
間
接
工
事
費
の

諸
経
費
率
に
つ
い
て

③ 

「
施
工
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」単
価
の
導
入

に
つ
い
て

④ 

単
価
の
適
用
時
期
に
つ
い
て

⑤ 

適
正
利
潤
の
確
保
に
つ
い
て

⑥ 

法
面
工
の
採
用
に
つ
い
て

⑦ 

傾
斜
地
に
お
け
る
重
機
の
安
全
対

策
に
つ
い
て

⑧ 

モ
ル
タ
ル
吹
付
の
設
計
数
量
に
つ

い
て

⑨ 

支
障
木
に
つ
い
て

⑩ 

柵
工
に
つ
い
て

⑪ 

土
工
に
つ
い
て

⑫ 

工
事
用
道
路
に
つ
い
て

⑬ 

工
期
延
長
に
係
る
経
費
に
つ
い
て

⑭ 

仮
設
に
つ
い
て

⑮ 

切
土
掘
削
の
法
面
に
お
け
る
機
械

平
成
二
十
九
年
度
林
野
庁
公
共
事
業
予
算

概
算
決
定
の
概
要
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優
秀
賞

最優秀賞
広島県森林土木建設事業促進協議会

田村　孝治

（
一
社
）山
梨
県
建
設
業
協
会 

林
務
部
会

村
辻　
千
絵
美

岩
手
県
森
林
土
木
建
設
協
会

鈴
木　
　
肇

徳
島
県
治
山
林
道
協
会

垣
内　
加
奈

群
馬
県
森
林
土
木
建
設
協
会

小
林　
義
彦

宮
城
県
森
林
土
木
建
設
業
協
会

伊
藤　
博
英

平成 28年度森林土木写真コンクール審査結果（敬称略）
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こ
れ
と
一
体
と
な
っ
た
路
網
の
整
備
、

主
伐
後
の
再
造
林
等
を
推
進
し
ま
す
。

そ
の
際
、鳥
獣
害
防
止
施
設
の
設
置
・

改
良
や
、
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業

シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
を
通
じ
た
森
林

整
備
の
低
コ
ス
ト
化
を
進
め
な
が
ら

健
全
な
森
林
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

・
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業

【
二
三
、一
九
四 

 

（
二
三
、八
二
〇
）
百
万
円
】

・
林
業
専
用
道
整
備
対
策

【
一
〇
、七
三
三 

 

（
一
〇
、七
三
一
）
百
万
円
】

二 

．
奥
地
水
源
林
や
台
風
等
の
気
象
害

を
受
け
た
森
林
等
で
あ
っ
て
、
所
有

者
の
自
助
努
力
に
よ
っ
て
は
適
正
な

整
備
が
で
き
な
い
森
林
に
お
い
て
、

公
的
主
体
に
よ
る
間
伐
や
針
広
混
交

林
へ
の
誘
導
、
被
害
森
林
の
整
備
な

ど
を
推
進
し
ま
す
。

・
環
境
林
整
備
事
業

【
三
、二
〇
〇 

 

（
二
、六
四
三
）
百
万
円
】

・
水
源
林
造
成
事
業

【
二
四
、八
四
五 

 

（
二
四
、八
四
五
）
百
万
円
】

Ⅱ　

治
山
事
業
（
公
共
）

【
五
九
、七
三
六�

�

（
五
九
、七
二
三
）
百
万
円
】

◎〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　

自
然
災
害
に
対
す
る
山
地
防
災
力

の
強
化
に
向
け
、
荒
廃
山
地
の
復
旧

整
備
と
と
も
に
、
保
安
林
の
水
土
保

全
機
能
の
強
化
等
に
よ
る
事
前
防

災
・
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

◎〈
背
景
／
課
題
〉

○ 

地
震
・
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
山
地

災
害
が
各
地
で
頻
発
し
て
お
り
、

国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

治
山
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○ 
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に
お
い
て
、

地
域
の
安
全
性
向
上
に
資
す
る
た

め
、
浸
透
・
保
水
能
力
の
高
い
森

林
土
壌
を
有
す
る
森
林
の
維
持
・

造
成
を
推
進
す
る
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
人
工
林
の
針
広

混
交
林
化
に
よ
る
水
土
保
全
機
能

の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎〈
政
策
目
標
〉

　

周
辺
の
森
林
の
山
地
災
害
防
止
機

能
等
が
適
切
に
発
揮
さ
れ
た
集
落
の

増
加
（
五
・
五
万
集
落
（
平
成
二
十
五

年
度
）
→
五
・
八
万
集
落
（
平
成
三
十

年
度
））

◎〈
主
な
内
容
〉

一 

．
激
甚
な
災
害
に
対
し
、
崩
壊
箇
所

の
調
査
や
土
石
流
の
流
下
を
防
ぐ
緊

急
的
な
対
応
を
治
山
施
設
の
設
置
と

一
体
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
再

度
災
害
防
止
の
た
め
一
定
の
計
画
に

基
づ
き
、
緊
急
か
つ
集
中
的
に
行
う

復
旧
整
備
の
実
施
時
期
を
延
長
し
、

計
画
的
に
着
実
な
復
旧
を
図
り
ま
す
。

・
復
旧
治
山
事
業

【
二
〇
、五
九
五 

 

（
二
一
、〇
七
四
）
百
万
円
】

・
防
災
林
造
成
事
業

【
二
、七
四
五 

 

（
二
、七
二
〇
）
百
万
円
】

・ 

治
山
等
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急

事
業

【
一
、七
一
九 

 

（
七
一
六
）
百
万
円
】

二 

．
地
震
・
集
中
豪
雨
等
に
対
す
る
山

地
防
災
力
の
強
化
の
た
め
、
荒
廃
山

地
の
復
旧
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
保
安
林
の
針
広
混
交
林
化
に
よ

る
水
土
保
全
機
能
の
強
化
や
予
防
治

Ⅰ　平成 29年度 林野関係予算（総括表）
平成 28年 12月

区　　　　　分 平成 28 年度
当初予算額

平成 29 年度
概算決定額（Ａ）

（28 年度２次補正追加額）

補正額（Ｂ） Ａ＋Ｂ

億円 億円 億円 億円

公共事業費 1,900 1,900 663 2,563
− （100.0%） − （134.9%）

一般公共事業費 1,800 1,800 410 2,210
− （100.0%） − （122.8%）

治山事業費 597 597 100 697
− （100.0%） − （116.8%）

森林整備事業費 1,203 1,203 310 1,513
− （100.0%） （125.8%）

災害復旧等事業費 100 100 253 353
− （100.0%） （353.5%）

非公共事業費 1,033 1,055 360 1,415
− （102.1%） （137.0%）

合　　計 2,933 2,956 1,022 3,978
− （100.8%） （135.6%）

（注）１．上記のほか、農山漁村地域整備交付金及び農山漁村振興交付金に、林野関係事業を措置している。
２．（　）内の数字は対前年比。
３．計数は、四捨五入のため合計とは一致しない場合がある。
４．このほか、28 年度３次補正予算において、災害復旧事業に 95 億円を措置している。
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山
対
策
に
よ
り
事
前
防
災
・
減
災
対

策
を
推
進
し
ま
す
。

・
復
旧
治
山
事
業
（
再
掲
）

【
二
〇
、五
九
五 

 
（
二
一
、〇
七
四
）
百
万
円
】

・
民
有
林
直
轄
治
山
事
業

【
一
一
、〇
七
二 

 

（
一
一
、〇
六
五
）
百
万
円
】

・
水
源
地
域
等
保
安
林
整
備
事
業

【
七
、九
五
一 

 

（
八
、〇
四
六
）
百
万
円
】

・
緊
急
予
防
治
山
事
業

【
二
、五
〇
五 

 

（
二
、五
〇
〇
）
百
万
円
】

三 

．
情
報
化
施
工
な
ど
の
先
進
技
術
等

の
定
着
化
・
普
及
を
図
り
、治
山
事
業

の
省
力
化
・
効
率
化
を
推
進
し
ま
す
。

・
復
旧
治
山
事
業
（
再
掲
）

【
二
〇
、五
九
五 

 

（
二
一
、〇
七
四
）
百
万
円
】

・
地
す
べ
り
防
止
事
業

【
三
、四
九
三 

 

（
四
、一
一
五
）
百
万
円
】

Ⅲ　

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金（
公
共
）

【
一
〇
一
、六
五
〇�

�

（
一
〇
六
、六
五
〇
）
百
万
円
】

◎〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

Ⅱ　平成 28 年度農林水産予算の骨子
１　総括表

区　　　　　分 28 年度予算額
29 年度
概算決定額

Ａ

（28 年度２次補正追加額）

補正額
Ｂ Ａ＋Ｂ

億円 億円 億円 億円

農林水産予算総額 23,091 23,071 5,739 28,810
（対前年度比） − （99.9%） − （124.8%）

１．公共事業費 6,761 6,833 2,863 9,697
（対前年度比） − （101.1%） − （143.4%）

一般公共事業費 6,569 6,641 2,150 8,791
（対前年度比） − （101.1%） − （133.8%）

災害復旧等事業費 193 193 713 906
（対前年度比） − （100.0%） − （470.4%）

２．非公共事業費 16,330 16,238 2,876 19,114
（対前年度比） − （99.4%） − （117.0%）

（注）１．金額は関係ベース。
２．計数整理の結果、異動を生じることがある。
３．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。
４．このほか、28 年度３次補正予算において、災害復旧事業等に 306 億円を措置している。

２　公共事業費一覧

区　　　　　分 28 年度予算額
29 年度
概算決定額

Ａ

（28 年度２次補正追加額）

補正額
Ｂ Ａ＋Ｂ

億円 億円 億円 億円

農業農村整備 2,962 3,084 1,580 4,664
（対前年度比） − （104.1%） − （157.4%）

林野公共 1,800 1,800 410 2,210
（対前年度比） − （100.0%） − （122.8%）

治　　山 597 597 100 697
（対前年度比） − （100.0%） − （116.8%）

森林整備 1,203 1,203 310 1,513
（対前年度比） − （100.0%） − （125.8%）

水産基盤整備 700 700 160 860
（対前年度比） − （100.0%） − （122.8%）

海　　岸 40 40 1 40
（対前年度比） − （100.0%） − （101.3%）

農山漁村地域整備交付金 1,067 1,017 − 1,017
（対前年度比） − （95.3%） − （95.3%）

一般公共事業費計 6,569 6,641 2,150 8,791
（対前年度比） − （101.1%） − （133.8%）

災害復旧等 193 193 713 906
（対前年度比） − （100.0%） − （470.4%）

公共事業費計 6,761 6,833 2,863 9,697
（対前年度比） − （101.1%） − （143.4%）

（注）１．金額は関係ベース。
２．計数整理の結果、異動を生じることがある。
３．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。
４．農業農村整備事業関係予算については、

・ 29 年度概算決定額として 4,020 億円（農業農村整備事業 3,084 億円、農山漁村地域整備交付金のうち農業農村
整備分 701 億円及び農地耕作条件改善事業（非公共）236 億円の合計）

・ 28 年度２次補正額として 1,752 億円（農業農村整備事業 1,580 億円及び農地耕作条件改善事業等（非公共）172
億円の合計）

５．このほか、28 年度３次補正予算において、災害復旧等事業に 123 億円を措置している。
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地
方
の
裁
量
に
よ
っ
て
実
施
す
る

農
林
水
産
業
の
基
盤
整
備
や
農
山
漁

村
の
防
災
・
減
災
対
策
を
支
援
し
ま

す
。

◎〈
背
景
／
課
題
〉

○ 

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
地
域
活

性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
の

創
意
・
工
夫
に
よ
っ
て
、
生
産
現

場
の
強
化
に
つ
な
が
る
農
林
水
産

業
の
基
盤
整
備
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

○ 

ま
た
、
農
山
漁
村
地
域
に
お
い
て
、

地
震
・
津
波
対
策
は
も
と
よ
り
、集

中
豪
雨
等
の
頻
発
化
・
激
甚
化
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
防
災
・
減

災
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

○ 

こ
の
た
め
、
都
道
府
県
の
裁
量
に

よ
り
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
な
交
付
金
を
措
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
強
い
農
林
水
産
業
の
た
め

の
基
盤
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◎〈
政
策
目
標
〉

○ 

担
い
手
が
利
用
す
る
面
積
が
今
後

十
年
間（
平
成
三
十
五
年
度
ま
で
）

で
全
農
地
面
積
の
八
割
と
な
る
よ

う
農
地
集
積
を
推
進

○ 

二
酸
化
炭
素
の
森
林
吸
収
量
三
・

五
％
の
確
保
等
に
必
要
な
路
網
の

整
備

○ 

海
岸
堤
防
等
の
整
備
率
六
十
九
％

（
平
成
三
十
二
年
度
）

◎〈
主
な
内
容
〉

一 

．都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、農
山
漁

村
地
域
整
備
の
目
標
等
を
記
載
し
た

農
山
漁
村
地
域
整
備
計
画
を
策
定
し
、

こ
れ
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

二 

．
農
業
農
村
、森
林
、水
産
の
各
分
野

に
お
い
て
、
農
山
漁
村
地
域
の
生
産

現
場
の
強
化
や
防
災
力
の
向
上
の
た

め
の
事
業
を
選
択
し
て
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
一
体
と
な
っ
て
事

業
効
果
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
効

果
促
進
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

農 
業
農
村
分
野
：
農
用
地
整
備
、
農

業
用
用
排
水
施
設
整
備
等

森 

林
分
野
：
予
防
治
山
、
路
網
整
備

等
水 

産
分
野
：
漁
港
漁
場
整
備
、
漁
村

環
境
整
備
、
海
岸
保
全
施
設
整
備

等

三 

．
国
か
ら
都
道
府
県
に
交
付
金
を
交

付
し
、
都
道
府
県
は
自
ら
の
裁
量
に

よ
り
地
区
毎
に
配
分
で
き
ま
す
。
ま

た
、
都
道
府
県
の
裁
量
で
地
区
間
の

融
通
が
可
能
で
す
。（
水
産
分
野
の
一

部
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
へ
直

接
交
付
も
可
能
。）

Ⅳ　

森
林
整
備
事
業
・
治
山
事
業（
公
共
）

【
復
旧
・
復
興
対
策
一
八
、一
一
五�

�

（
一
九
、三
二
一
）
百
万
円
】

◎〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

○ 

間
伐
等
の
実
施
に
よ
り
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
「
災

害
に
強
い
森
林
づ
く
り
」
を
進
め

ま
す
。

○ 

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
海
岸

防
災
林
の
復
旧
・
再
生
や
山
腹
崩

壊
地
等
の
復
旧
整
備
を
通
じ
、
地

域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
ま
す
。

◎〈
背
景
／
課
題
〉

○ 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
青
森
県

か
ら
千
葉
県
に
及
ぶ
海
岸
防
災
林

が
被
災
し
、
約
百
六
十
四
㎞
の
復

旧
を
要
す
る
と
と
も
に
、
山
地
に

お
い
て
も
多
く
の
箇
所
で
山
腹
崩

壊
、
林
道
施
設
等
の
被
害
が
発
生

し
て
お
り
、
台
風
や
豪
雨
等
に
よ

り
更
な
る
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

○ 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
り
放
散
さ
れ
た
放
射
性
物
質

の
影
響
の
あ
る
地
域
で
は
、
森
林

所
有
者
の
経
営
意
欲
の
減
退
、
被

ば
く
へ
の
不
安
等
か
ら
、
森
林
整

備
が
停
滞
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

森
林
の
公
益
的
機
能
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎〈
政
策
目
標
〉

○ 

土
壌
を
保
持
す
る
能
力
等
が
良
好

に
保
た
れ
て
い
る
森
林
の
割
合
の

増
加
。

○ 

海
岸
防
災
林
の
復
旧
・
再
生
は
、林

帯
地
盤
等
の
復
旧
が
完
了
し
た
箇

所
か
ら
順
次
、
植
栽
を
実
施
。
全

体
の
復
旧
は
平
成
二
十
三
年
度
か

ら
概
ね
十
年
間
で
完
了
す
る
こ
と

を
目
指
す
。

◎〈
主
な
内
容
〉

一
．
森
林
整
備
事
業

　

豪
雨
等
に
よ
る
森
林
か
ら
の
放
射

性
物
質
を
含
む
土
砂
の
流
出
防
止
を

図
る
た
め
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の

被
災
三
県
に
お
い
て
、
放
射
性
物
質

対
策
と
一
体
と
な
っ
た
間
伐
等
を
行

う
森
林
所
有
者
等
へ
の
支
援
を
行
う

「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
」を
進
め

る
と
と
も
に
、
特
に
放
射
性
物
質
の

影
響
等
に
よ
り
、
森
林
所
有
者
に
よ

る
整
備
が
進
み
難
い
人
工
林
等
に
お

い
て
、
公
的
主
体
に
よ
る
緊
急
的
な

間
伐
等
を
進
め
ま
す
。

二
．
治
山
事
業

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
海
岸

防
災
林
の
復
旧
・
再
生
や
山
腹
崩
壊

地
等
に
お
け
る
復
旧
整
備
を
進
め
ま

す
。

・
森
林
整
備
事
業

【
五
、八
五
七 

 

（
五
、二
五
九
）
百
万
円
】

・
治
山
事
業

【
一
二
、二
五
八 

 

（
一
四
、〇
六
二
）
百
万
円
】
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１　
森
林
土
木
事
業
に
関
わ
る
自
然
特
性

　

沖
縄
県
は
、
沖
縄
本
島
、
宮
古
島
、
石
垣

島
、
西
表
島
を
主
要
島
と
し
て
南
北
四
百
㎞
、

東
西
千
㎞
の
広
大
な
海
域
に
散
在
す
る
大
小

百
六
十
余
の
島
々
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

気
象
的
に
は
、
黒
潮
の
影
響
を
強
く
受
け

る
た
め
、
周
年
温
暖
な
亜
熱
帯
海
洋
性
気
候

に
属
し
て
い
ま
す
が
、
夏
か
ら
秋
に
襲
来
す

る
台
風
は
勢
力
が
強
く
、
進
路
の
転
向
域
に

あ
た
り
、
そ
の
影
響
が
長
時
間
に
及
ぶ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
冬
季
に
は
北
西
か
ら

の
季
節
風
が
卓
越
す
る
た
め
、
四
季
を
通
じ

て
潮
風
の
影
響
を
強
く
受
け
や
す
い
環
境
下

に
あ
り
ま
す
。

　

地
質
的
に
は
弧
状
列
島
の
地
質
構
造
を
反

映
し
、
沖
縄
本
島
北
部
は
、
急
峻
な
地
形
で

侵
食
を
受
け
や
す
い
轢
層
に
覆
わ
れ
た
山
岳

地
帯
で
、
山
腹
崩
壊
や
土
砂
流
出
が
顕
著
で

あ
り
、
中
南
部
は
脆
弱
な
泥
岩
か
ら
成
る
丘

陵
地
や
台
地
地
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
す

べ
り
危
険
箇
所
や
急
傾
斜
地
が
広
く
分
布
し

て
お
り
、
土
砂
災
害
を
受
け
や
す
い
特
性
を

有
し
て
い
ま
す
。

２　

�

森
林
土
木
協
議
会
の
沿
革
と
会
員

の
推
移

　

沖
縄
の
森
林
土
木
工
事
は
、
琉
球
政
府
時

代
は
農
業
部
局
で
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、一
九
七
二
年
の
行
政
復
帰
を
契
機
に
、他

県
に
比
べ
出
遅
れ
て
い
た
森
林
土
木
事
業
が

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
を
背
景
と
し
て
進
展

す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
円
滑
な
執
行
支
援

と
森
林
土
木
予
算
の
確
保
及
び
施
工
技
術
向

上
を
目
的
と
し
て
平
成
六
年
、
治
山
事
業
を

施
工
す
る
工
事
関
係
者
を
会
員
と
す
る
沖
縄

県
森
林
土
木
協
議
会
（
以
下
「
本
協
議
会
」

と
い
う
。）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
当
初
の
会
員
数
は
七
十
六
で
し
た
が
、

事
業
量
の
伸
び
と
と
も
に
着
実
に
増
加
し
、

平
成
十
七
年
に
は
三
百
三
十
に
達
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
林
道
･
治
山
事
業
と
も

自
然
環
境
問
題
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る

事
業
量
の
減
少
に
伴
っ
て
会
員
数
も
減
少
の

一
途
を
た
ど
り
、
現
在
の
会
員
数
は
百
五
十

一
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３　
災
害
協
定
の
締
結

　

本
協
議
会
の
事
業
目
的
は
「
森
林
土
木
事

業
に
関
し
、
技
術
の
向
上
及
び
普
及
啓
も
う

並
び
に
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
も
っ
て

県
土
の
保
全
、
生
産
基
盤
の
整
備
及
び
森
林

土
木
事
業
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
（
定
款
第

三
条
）」
と
あ
り
ま
す
が
、会
員
の
経
営
が
衰

微
し
つ
つ
あ
る
今
、
経
営
基
盤
の
安
定
こ
そ

が
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
近
年
、
主
流
と
な
っ
て
い
る

総
合
評

価
方
式

に
よ
る

入
札
制

度
の
有

利
性
を

高
め
る

と
と
も

に
災
害

時
の
応

急
措
置

に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
二
十
八
年
六
月
に

県
知
事
と
本
協
議
会
会
長
の
間
で
「
災
害
時

の
応
急
対
応
に
関
す
る
基
本
協
定
」
を
締
結

し
、
同
時
に
協
議
会
に
県
の
出
先
機
関
に
対

応
し
て
四
支
部
を
設
置
し
て
、
各
支
部
と
県

出
先
機
関
の
間
で
細
目
協
定
を
締
結
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
協
定
の
実
効
性
を
高
め
て
緊
急
時

に
即
応
し
う
る
よ
う
、
各
支
部
と
県
出
先
機

関
と
の
交
流
を
日
常
的
に
深
め
、
意
思
疎
通

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４　

�

本
協
議
会
の
課
題
と
展
望

　

本
協
議
会
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
特
に
苦
慮
し
て
い

る
の
は
、
以
下
の
三
課
題
で
あ
り
ま
す
。
全

森
建
会
員
を
は
じ
め
皆
様
の
知
恵
を
お
借
り

で
き
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

①�

予
算
確
保
の
た
め
の
関
係
機
関
に
対
す
る

要
請
の
あ
り
方

　

当
協
議
会
で
は
、
毎
年
六
月
頃
に
会
長
を

沖縄県森林土木協議会の課題と展望
―�沖縄県森林土木協議会�―

地方協会だより（10）

中城村安里地区被災（H19年）

基本協定締結式
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地方協会だより（10）

今
年
の
行
事
予
定

平
成
29
年
１
月
26
日
（
木
）

正
・
副
会
長
会
議

理
事
会

講
演
会

平
成
29
年
１
月
27
日
（
金
）

常
勤
役
員
・
事
務
局
長
等
会
議

平
成
29
年
６
月
21
日
（
水
）

正
・
副
会
長
会
議

理
事
会

表
彰
式

平
成
29
年
度
全
森
建
定
時
総
会

平
成
29
年
７
月
下
旬

　

森
林
土
木
総
合
技
術
研
修
（
中
央

研
修
：
東
京
都
）

平
成
29
年
11
月
下
旬

　
「
全
森
建
」
技
術
・
労
働
委
員
会

（
東
京
都
）

先
頭
に
支
部
長
等
が
県
幹
部
お
よ
び
市
町

村
長
等
に
対
し
て
予
算
の
確
保
お
よ
び
会

員
へ
の
優
先
発
注
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
、
森
林
関
係
団
体
の
一
員

と
し
て
、
本
協
議
会
会
長
が
林
野
庁
、
内

閣
府
お
よ
び
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
て

翌
年
度
の
予
算
の
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
要
請
の
効
果
は
実
感

と
し
て
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
、
市
町
村
に

対
し
て
は
森
林
土
木
事
業
の
重
要
性
、
会

員
の
優
秀
性
等
を
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
形

で
直
接
実
務
者
、
担
当
課
長
等
に
伝
え
る

方
策
等
、
要
請
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
時

期
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
庫

支
出
金
に
つ
い
て
は
、
県
当
局
が
予
算
要

求
し
や
す
い
よ
う
、
会
員
に
よ
る
治
山
施

設
等
の
老
朽
化
調
査
を
行
い
、
長
寿
命
化

に
向
け
て
そ
の
復
旧
対
策
等
を
企
画
提
案

し
て
い
く
な
ど
協
議
会
と
し
て
の
自
助
努

力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
積
算
単
価
の
適
正
化

　

前
述
の
と
お
り
、
本
県
は
多
く
の
離
島

を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
離
島
市
町
村
に

は
森
林
土
木
工
事
に
対
応
で
き
る
人
材
や

資
機
材
が
乏
し
く
、
島
外
か
ら
調
達
す
る

の
が
殆
ど
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
積
算
単
価
に
作
業
員

の
旅
費
や
資
機
材
の
運
搬
費
用
が
含
ま
れ

て
お
ら
ず
、
こ
の
た
め
、
特
に
小
規
模
施

工
で
は
、
落
札
し
て
も
妥
当
な
利
益
が
得

ら
れ
な
い
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
協
議
会
で
は
県

に
対
し
て
作
業
員
の
旅
費
、
資
機
材
の
運

搬
経
費
を
直
接
経
費
で
設
計
す
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

③�
森
林
土
木
技
術
者
の
技
術
向
上
と
担
い

手
育
成

　

本
協
議
会
で
は
、
毎
年
一
回
、
株
式
会

社
プ
ロ
パ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
派

遣
し
て
も
ら
い
、
技
術
研
修
会
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
二
十
八
年

は
、
十
二
月
に
松
野
哲
哉
氏
を
講
師
に
招

き
「
沖
縄
の
地
質
特
性
と
法
面
崩
壊
」
を

テ
ー
マ
に
二
回
目
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
行
政
と
連
携
し
て
年
一
～
二
回

程
度
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

し
て
お
り
、
社
会
的
な
認
知
度
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
会
員
相
互
の
情
報
交
換
に

役
立
て
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
会
員
の
落
札
率
は
近
年
、
三
〇

％
程
度
と
低
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

落
札
率
を
高
め
る
た
め
に
は
森
林
分
野
Ｃ

Ｐ
Ｄ
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
や
地
域
貢
献
に
よ
る
総

合
評
価
の
加
点
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
こ

の
た
め
研
修
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
厚
生
労
働
省

が
所
管
す
る
助
成
制
度
の
活
用
等
、
担
い

手
の
育
成
を
図
る
た
め
の
技
術
者
養
成
研

修
と
県
と
連
携
し
た
地
域
貢
献
活
動
の
活

性
化
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

本
協
議
会
が
発
足
し
て
二
十
二
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
関
係
予
算
の
増

減
に
伴
っ
て
会
員
の
急
速
な
増
加
と
著
し

い
会
員
離
れ
に
加
え
、
入
札
制
度
の
変
更

等
が
影
響
し
て
会
員
受
託
率
の
低
下
が
起

き
て
い
ま
す
。今
こ
そ
踏
ん
張
り
時
で
、会

員
の
事
業
経
営
を
第
一
に
会
員
一
同
の
知

恵
を
結
集
し
て
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ボランティア作業（花壇づくり）
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林道 治山 計

年度

治山・林道関係予算の推移

　

次
の
と
お
り
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
一
月
十
一
日
付
け

◇
林
野
庁
経
営
企
画
課
課
長
補
佐
（
総

括
）

齋
藤　

健
一

（
林
野
庁
整
備
課
課
長
補
佐
（
総
括
））

◇
林
野
庁
整
備
課
課
長
補
佐
（
総
括
）

石
井　

洋

（
林
野
庁
企
画
課
課
長
補
佐 

 

（
企
画
第
１
班
担
当
））

林
野
庁
幹
部
人
事
異
動


